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学生はなぜ
中心市街地活性化ボランティアに

魅せられるのか
大学生が「内向的」になったと言われる現代。

だが、100 人以上の大学生が没頭するボランティアプロジェクトがあるという。

　
「
早
く
早
く
！
」

　

小
学
生
く
ら
い
の
男
の
子
が
大
き
な
声
で
叫
び
な
が

ら
、
バ
タ
バ
タ
と
街
路
を
走
っ
て
い
く
。
そ
の
後
ろ
を
、

父
親
が
息
を
切
ら
せ
て
つ
い
て
い
く
。
祖
父
母
と
一
緒
に

地
図
を
覗
き
込
み
、「
次
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ど
こ
か
な
？
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
る
女
の
子
も
い
る
。

　
10
月
21
日
。
こ
の
日
は
宮
崎
市
の
中
心
市
街
地
を
舞
台

に
子
ど
も
た
ち
が
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
ク

リ
ア
す
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
企
画
「
ド
マ
ン
ナ
カ
ク
エ
ス

ト
Ⅵ
」の
開
催
日
で
あ
る
。
雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
の
な
か
、

約
２
０
０
人
が
来
場
し
た
。
友
達
同
士
で
チ
ー
ム
を
組
ん

だ
小
学
生
や
親
子
連
れ
が
、
地
図
を
片
手
に
路
地
裏
を
駆

け
回
る
。

　
そ
の
中
で
、
黒
と
赤
の
お
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た

大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
っ
て
い

る
姿
が
見
ら
れ
る
。
白
雪
姫
の
形
を
模
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ

ピ
ン
め
が
け
て
ボ
ー
ル
を
転
が
す
子
ど
も
に
、「
が
ん
ば
っ

て
！
」
と
声
を
か
け
る
。
見
事
す
べ
て
の
ピ
ン
を
倒
し
た

子
ど
も
は
、
思
わ
ず
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

　
ド
マ
ン
ナ
カ
ク
エ
ス
ト
（
以
下
ド
マ
ク
エ
）
の
企
画
や

事
前
準
備
、
当
日
の
運
営
を
担
当
す
る
の
は
、
宮
崎
公
立

大
学
（
以
下
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
）
の
学
生
を
中
心
と
し
た
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
だ
。

　
ド
マ
ク
エ
が
最
初
に
開
催
さ
れ
た
の
は
09
年
。
当
時
の

Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
学
生
が
「
子
ど
も
た
ち
を
中
心
市
街
地
に
集
め

て
活
気
づ
け
た
い
」
と
い
う
想
い
で
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
、
現
在
ま
で
４
年
間
途
切
れ
る
こ
と
な
く
開
催
さ
れ
、

今
も
な
お
数
多
く
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
多
い
時
で
１
０
０
人
を

超
え
る
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　
最
近
の
大
学
生
は「
他
者
と
関
わ
る
こ
と
が
苦
手
」「
個

人
主
義
的
」「
主
体
性
が
な
い
」
な
ど
と
、
そ
の
内
向
性

が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
ド
マ
ク
エ
に
関
わ
る
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
学
生
た
ち
か
ら
は
真
逆
の
印
象
を
受
け
る
。

　
一
体
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
学
生
が
、
持
続
的
に
ド

マ
ク
エ
に
没
頭
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
魅
力
を
探
る
た
め

に
、
ド
マ
ク
エ
Ⅵ
を
密
着
取
材
し
た
。

中心市街地のカフェでドマクエの進捗状況を報告する「学生」と、アドバイスする「街の大人たち」。右から３番目が学生リーダーの前川さん。

「
街
の
大
人
た
ち
」
と
「
学
生
」

　
ド
マ
ク
エ
は
、
宮
崎
市
中
心
市
街
地
の
６
商
店
街
と
５

大
型
店
の
地
元
商
業
者
で
組
織
さ
れ
た
Do
ま
ん
な
か
モ
ー

ル
委
員
会
が
主
催
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ド
マ
ク
エ
に
関

す
る
企
画・運
営
の
大
部
分
に
お
い
て
、学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
に
裁
量
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、
ド
マ
ク
エ
の
企
画

段
階
か
ら
準
備
に
携
わ
る「
コ
ア
メ
ン（
コ
ア・メ
ン
バ
ー

の
略
）」
と
、
ド
マ
ク
エ
開
催
当
日
に
運
営
業
務
に
従
事

す
る
「
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
二
分
さ
れ
る
。
コ
ア
メ

ン
は
２
〜
３
年
生
約
10
人
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
中
の
1
人

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
。
ド

マ
ク
エ
Ⅵ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
は
前
川
麻
理
子
さ

ん
（
３
年　
国
際
法
ゼ
ミ
）
だ
。

　
前
川
さ
ん
を
中
心
と
し
た
コ
ア
メ
ン
は
、
ド
マ
ク
エ
開

催
の
半
年
前
の
４
月
か
ら
企
画
に
取
り
か
か
っ
た
。
主
に

大
学
内
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
イ
ベ
ン
ト
テ
ー
マ

や
予
算
配
分
、
当
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
内
容
に
つ
い
て

決
定
し
て
い
く
。

　
そ
ん
な
学
生
ス
タ
ッ
フ
を
支
え
る
の
が
、
Do
ま
ん
な
か

モ
ー
ル
委
員
会
の
「
街
の
大
人
た
ち
」。
個
人
店
舗
の
店

主
や
大
型
店
の
社
員
な
ど
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
最
中
に

商
業
の
最
前
線
で
戦
う
地
元
商
業
者
た
ち
だ
。

　
Do
ま
ん
な
か
モ
ー
ル
委
員
会
は
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前

中
に
、
中
心
市
街
地
の
カ
フ
ェ
で
「
朝
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

と
呼
ば
れ
る
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。
学
生
は
こ
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
、
ド
マ
ク
エ
の
企
画
や
事
前
準
備

の
進
捗
状
況
を
報
告
す
る
。

　　
街
の
大
人
た
ち
は
、
学
生
た
ち
の
意
見
を
尊
重
し
な
が

ら
も
、
そ
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
で
厳

し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　
冒
頭
の
写
真
は
８
月
上
旬
の
朝
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
様
子

だ
。
前
川
さ
ん
か
ら
の
進
捗
状
況
報
告
に
対
し
て
「
協
賛

の
件
、
ど
う
な
っ
た
？
」「
業
務
全
体
の
把
握
は
で
き
て

る
？
」「
準
備
物
が
多
い
か
ら
、
一
覧
表
を
作
っ
て
情
報

共
有
し
よ
う
か
」
と
次
々
に
質
問
や
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

「
予
算
書
の
内
容
や
、
協
賛
先
や
小
学
校
に
配
布
す
る
文

書
の
形
式
は
、
か
な
り
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
社
会
に
出
て
か
ら
役
立
つ
こ
と

を
た
く
さ
ん
指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
前
川
さ
ん

は
話
す
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
一
方
で
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
１
時
間
に
も
及
ん
だ
。

　
「
街
の
大
人
た
ち
に
教
わ
る
こ
と
が
と
て
も
多
い
」
と
、

こ
れ
ま
で
ド
マ
ク
エ
を
は
じ
め
と
す
る
中
心
市
街
地
活
性

化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
っ
て
き
た
学
生
た
ち
は
口
を
そ

ろ
え
る
。
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
大
学
内
で
得
た
政
治
や

経
済
の
知
識
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
体
現
し
て
い
る
商
業

者
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
格
好

の
教
材
と
し
て
、と
て
も
魅
力
的
に
感
じ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
社
会
人
準
備
教
育
と
も
呼
べ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
的

要
素
が
、
街
の
大
人
た
ち
と
学
生
の
関
わ
り
の
中
で
発
生

し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
的
要
素

特集１
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平日午後の中心市街地。２０年前と比べると、
人通りが減った印象を受ける。

ドマクエ当日の中心市街地。子どもたちが街に親しみを持ち、
活気づけてくれることが期待される。

学内での会議の様子。和やかなムードの中
にも緊張感が漂う。

大道具の制作風景。空き店舗を作業スペー
スとして提供してもらっている。

子どもたちは、各所に設けられたポイントで、スタンプを集めながら
ミッションをクリアーしていく。

同日開催されていた芸術で街を活性化させようというイベント「みやざきアー
トマーケット」。アーティストと子どもたちがふれあう風景も多く見られた。

地図を片手に商店街をかけまわる子どもたち。

街
に
居
場
所
が
で
き
る

　

ド
マ
ク
エ
が
直
前
に
差
し
迫
っ
た
９
月
23
日
の

午
後
７
時
、
前
川
さ
ん
た
ち
コ
ア
メ
ン
は
中
心
市

街
地
の
空
き
店
舗
の
一
室
に
集
ま
っ
た
。
壁
や
床

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
む
き
出
し
の
何
も
な
い
空
間
に
、

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
敷
い
て
机
代
わ
り
の
段
ボ
ー

ル
箱
を
持
ち
込
み
、
ド
マ
ク
エ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

使
用
す
る
大
道
具
を
和
気
あ
い
あ
い
と
制
作
し
て

い
る
。

　

空
き
店
舗
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
の
は
、
こ

の
中
心
市
街
地
に
戦
前
か
ら
店
を
構
え
る
有
限
会

社
か
い
帽
子
店
の
三
代
目
社
長
、
甲
斐
輝
一
さ
ん
。

帽
子
店
を
営
業
す
る
自
社
ビ
ル
の
１
室
が
現
在
空

き
部
屋
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
早
朝
深
夜
の
活
動
拠
点
や
物
品
の
保
管
場
所

と
し
て
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
「
僕
は
何
も
し
て
い
な
い
で
す
よ
、
場
所
を
貸
し

て
い
る
だ
け
。
商
店
街
と
の
調
整
は
す
る
け
ど
、

基
本
的
に
学
生
の
自
主
性
に
任
せ
て
い
ま
す
」
と

甲
斐
さ
ん
は
話
す
。「
あ
ま
り
堅
苦
し
く
考
え
ず
、

ま
ず
は
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
街
の
中
で
人
間
関

係
が
広
が
っ
て
、
居
場
所
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
す

か
ら
」。

　

こ
の
日
ド
マ
ク
エ
の
Ｏ
Ｇ
と
し
て
後
輩
の
応
援

に
駆
け
つ
け
た
今
村
理
香
さ
ん
（
４
年Am

erican 
Studies

ゼ
ミ
）
も
、「
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
て
か
ら
、
街
に
出
か
け
る
と
色
ん
な
場
所
で
地

元
の
方
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
お

茶
を
飲
ま
せ
て
く
れ
た
り
ご
馳
走
し
て
く
れ
た
り

家
族
が
増
え
た
よ
う
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　

Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
学
生
の
う
ち
、
半
数
以
上
の
学
生
が

宮
崎
県
外
の
出
身
で
、
宮
崎
市
内
の
ア
パ
ー
ト
で

１
人
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
通
学
し
て
い
る
。
学
内

で
は
同
世
代
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
人
間
関
係
が
あ

る
も
の
の
、
ア
ル
バ
イ
ト
以
外
で
異
な
る
年
齢
層

の
人
間
と
接
す
る
機
会
は
少
な
い
。
当
然
、
学
生

の
居
場
所
は
図
書
館
や
ラ
ウ
ン
ジ
、
学
食
や
部
室

等
大
学
内
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
街
に

学
生
の
居
場
所
が
で
き
る
こ
と
は
、
学
生
の
行
動

全
国
か
ら
の
資
金
提
供

　
ド
マ
ク
エ
を
開
催
す
る
た
め
に
は
、
広
報
の
た
め

の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
、
装
飾
品
の
材
料
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
景
品
、
ス
タ
ッ
フ
Ｔ
シ
ャ
ツ
等
の
費
用

が
約
27
万
円
か
か
る
。
し
か
し
、
Do
ま
ん
な
か
モ
ー

ル
委
員
会
の
ド
マ
ク
エ
関
連
予
算
は
15
万
円
。

　
そ
こ
で
、
前
川
さ
ん
た
ち
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

通
じ
て
不
特
定
多
数
の
人
た
ち
に
資
金
提
供
を
呼
び

か
け
る
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ

る
方
法
で
、
不
足
す
る
12
万
円
を
調
達
す
る
こ
と
に

し
た
。
地
元
応
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
宮
崎
で
呼
び
か
け
た
結
果
、

県
内
の
み
な
ら
ず
全
国
各
地
に
在
住
す
る
宮
崎
フ
ァ

ン
15
人
か
ら
12
万
円
の
資
金
提
供
が
得
ら
れ
た
。

　　

参
加
者
や
街
の
反
応

FAAVO 宮崎のウェブサイト。様々な地域活性化プロジェクトを紹介
し、資金提供を募るシステム。資金提供はカード決済により行われる。

　

台
風
接
近
に
よ
る
延
期
を
経
て
、
10
月
21
日
に

ド
マ
ク
エ
Ⅵ
は
開
催
さ
れ
た
。
街
の
各
所
に
仕
掛

け
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
子
ど
も
た
ち
の
順
番

待
ち
の
列
が
の
び
て
い
る
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

か
ら
路
地
裏
ま
で
約
２
０
０
人
の
親
子
連
れ
が
歩

き
回
り
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

　
「
街
中
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
機

会
は
な
か
な
か
な
い
が
、
ド
マ
ク
エ
の
よ
う
に
子

ど
も
と
親
が
一
緒
に
遊
べ
る
イ
ベ
ン
ト
は
参
加
し

や
す
い
」「
小
学
校
で
配
ら
れ
た
案
内
を
見
て
来
た
。

子
ど
も
が
楽
し
そ
う
で
何
よ
り
」
と
、
参
加
者
か

ら
も
好
評
価
だ
。

　

商
店
街
は
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
。

四
季
通
り
で
ブ
テ
ィ
ッ
クCO

S-N
O

STRA

を
営

む
栗
栖
さ
ん
は
、「
大
学
生
が
こ
の
よ
う
な
活
動
を

す
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
。
商
店
街
に
お
客
さ

ん
が
来
る
こ
と
は
、
売
り
上
げ
云
々
を
抜
き
に
し

て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
う
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
偶
然
に
も
ド
マ
ク
エ
Ⅵ
開
催
日
と
同
日

に
、
路
上
で
の
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
地
元

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
展
示
を
行
う
「
み
や
ざ
き

ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
絵

具
を
服
や
顔
に
塗
り
付
け
大
き
な
紙
の
上
を
転

が
り
回
る
モ
ヒ
カ
ン
男
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
、
子
ど
も
た
ち
が
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
眺
め
て
い
る
。

　
「
街
と
い
う
日
常
の
空
間
に
芸
術
を
配
置
す
る
こ

と
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い

半
径
や
価
値
観
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
宮
崎
の
長
所
で
あ
る
「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
温
か
さ
」
を
、
学
生
は
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
「
ゆ
く
ゆ
く
は
、
宮
崎
に
愛
着
が
わ
い
て
宮
崎
に

就
職
し
て
く
れ
る
若
者
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
、
Do
ま
ん
な
か
モ
ー
ル
委
員
会
委
員
長
の

福
田
好
哲
さ
ん
は
話
す
。

と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
結
果
的
に
は
街
に
人

を
呼
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
る
し
、
志
は
ド
マ
ク
エ
を
企

画
し
て
い
る
大
学
生
と
同
じ
で
す
」
と
、
代
表
の
〜

さ
ん
も
ド
マ
ク
エ
の
活
動
を
歓
迎
す
る
。

　
冒
険
心
を
く
す
ぐ
る
入
り
組
ん
だ
路
地
、
飽
き
る

暇
が
な
い
ほ
ど
の
た
く
さ
ん
の
仕
掛
け
、
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
る
大
学
生
の
お
兄
さ
ん
と
お
姉
さ
ん
た

ち
、
突
如
現
れ
る
絵
具
だ
ら
け
の
モ
ヒ
カ
ン
と
ア
ー

ト
作
品
︱
こ
の
日
の
街
は
、
子
ど
も
た
ち
の
目
に

さ
ぞ
か
し
魅
力
的
に
映
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
心
市
街
地
活
性

化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
は
「
社
会

人
と
し
て
の
実
践
的
な
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
場
」「
人
間
関
係
や
価
値
観
を
広
げ
る

場
」
で
あ
り
、
街
の
大
人
た
ち
に
と
っ
て
は
「
地
元

を
変
革
す
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
活
動
力
」
で
あ
る
と
い

う
、
Ｗ
Ｉ
Ｎ
︱
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
構
図
が
存
在
す
る
。

　
し
か
し
、
前
川
さ
ん
に
そ
の
魅
力
を
尋
ね
て
み
る

と
、「
と
に
か
く
楽
し
い
か
ら
続
け
て
き
た
し
、
あ

ま
り
深
く
は
考
え
た
こ
と
な
い
ん
で
す
け
ど
、
ゆ
る

い
感
じ
が
肌
に
あ
っ
て
い
る
の
か
な
。
メ
ン
バ
ー
に

な
る
の
も
会
議
に
出
る
の
も
基
本
的
に
は
自
由
な
の

で
」
と
、
意
外
な
答
え
が
。
一
方
で
、「
ど
こ
に
な

る
の
か
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
自
分
が
住

む
街
で
も
傍
観
者
で
は
な
く
前
向
き
に
行
動
で
き
る

人
間
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
」。
ド
マ
ク
エ
を
通

じ
て
成
長
し
た
前
川
さ
ん
の
目
は
、
し
っ
か
り
と
将

来
を
見
つ
め
て
い
る
。

■
記
事　
河
野 

一
郎
（
４
年 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
ゼ
ミ
）
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視 界
よしっ!

世界へ漕ぎだせ !

記者　公費留学に至るまでの経緯を教えて
ください
桑田　最初は 1 年次に韓国語の授業を受講
していたのですが、実は当初はあまり関心
が高かったわけではなく、１年で学習を辞
めようとも思っていました。しかし、２年
次に「異文化実習」（短期派遣研修）で韓国
に約１カ月間滞在したことがきっかけで韓
国が大好きになり、留学をしたいと思うよ
うになりました。公費留学生選抜試験を受
けたのは 3 年次前期で、公費留学に行った
のは翌年の 3 月からです。

記者　異文化実習に参加した動機は？
桑田　実際、大学間の協定のおかげで異文
化実習の参加費用がとても安かったことが
大きな要因でした。経験の幅を広げられる
かなと思い、友人と参加を決めました。

記者　公費留学生選抜試験に合格するため
にしたことは何ですか？
桑田　異文化実習を終えてから、選抜試験
に必要な検定試験の勉強を徹底的にやりま
した。自習用のテキストに取り組んだり、
先生に作文を定期的に添削していただいた
りしました。会話の勉強は異文化実習の時
に知り合った韓国人の友達とメールをした
り、ＭＭＵに来ていた韓国人留学生や留学
を経験した先輩に教わりました。

記者　留学での経験を教えてください
桑田　韓国の言葉や文化を実際に経験し学
ぶことができたのはもちろん、蔚山大には、
日本人やその他の国の留学生も多く在籍し
ているので、日本では出会えないような人々
とたくさん出会えたのがとても良い経験に
なりました。他には、留学中に積極的に韓
国の様々な土地を訪れることができたのが
良かったです。普段の生活では周囲の友達
や先生がとても良くしてくださったので、
特にホームシックを感じることもありませ
んでした。

記者　蔚山大での授業はどのようなもので
したか？
桑田　前期は外国人留学生のための語学授

留 | 学 | 体 | 験 | 談

Y O S H i P !

vol.02
韓国／蔚

ウル
山
サン

大学校
桑田 ナナ子さん
４年　大衆文化・出版文化論ゼミ

interview

韓国の蔚山大学校に公費留学
をした桑田ナナ子さんに、そ
の貴重な体験談を語っていた
だきました

業を中心に受講し、後期からは蔚山大の学
生が受講する様々な授業を履修しました。
国文科に所属していたのですが、例えば韓
国の歴史、文化などを学ぶ授業があり、も
ちろん全て韓国語です。蔚山大はとても大
きな大学なので、授業の種類も多く、どの
授業を履修するのか選ぶのが大変でした。

記者　ＭＭＵでの専門演習の内容と今回の
留学で何か結びつけたことはありますか？
桑田　私は大衆文化・出版文化論ゼミに所
属していますが、卒業論文は留学で学んだ
ことや韓国のことを交えて書きたいと考え
ています。

記者　韓国で驚いたことは何ですか？
桑田　料理がとても辛いものばかりだった
ことです。辛い物好きの私でも最初は食べ
られませんでしたが、留学が終わる頃には
食べられるようになりました。3 食ほぼす
べてにキムチがあります。

記者　将来の展望を教えてください
桑田　卒業後は韓国で就職したいと考えて
います。特に私が留学した蔚山広域市はと
ても美しい町で思い入れがあるので、是非
そこで働きたいと考えています。韓国に全
く興味がなかった私がこのように韓国で働
きたいと考えるようになったのも、2 年次
の「異文化実習」のおかげです。

記者　留学で成長できた点は？
桑田　語学はもちろん、自分の可能性を新
たに発見することができました。様々な国
の留学生や人々に出会い、価値観に触れる
ことで「自分にはこんなことが出来るんだ」
と再認識でき、物事の発想やインスピレー
ションも浮かびやすくなりました。

記者　在学生にメッセージをお願いします。
桑田　留学というと、少し堅苦しく難しい
イメージですが、ＭＭＵの留学制度はとて
も充実しています。みなさんも是非ＭＭＵ
から留学を目指してみてください。

■記事　山下 由香
 　　　　（４年 ジャーナリズム論ゼミ）、
　　　　大久保 弘樹
　　　　 （２年 日本文学ゼミ）

　周りのことが気にならなくなるくらい何かに集中できるのは、学生
の特権。それが勉強でも、遊びでもね。１つのことを一生懸命やると

「突き抜ける」。その道の第１人者は、自らの専門分野だけでなく、そ
の周辺分野についても見地を持っていて、言語化できるんだ。
　例えば、英文学の中に植物が出てくる。英文学に強い興味があると、
その植物も気になってくるんだ。どの季節に、どういった場所に生息
しているか、とかね。こんな形で、英文学を学んでいたら、植物学に
も興味が沸く。１つの分野にも色々な要素が含まれているよね。これっ
て、「あちこちに芽が出ている」ってことじゃないかな。芸術作品に
したって、１つの作品に多くの要素が詰まっていて、どれを欠いても、
その「花」は咲くことはできない。これってリベラル・アーツにも通
じるんだ。リベラル・アーツってつまり、「ダ・ヴィンチになれ！」っ
ていうことだよ。

Theme2「ダ・ヴィンチになれ！」

Theme3「理解できなかった『発音は文化だ！』」

　僕は「スピーチ」（英語科音声指導法・英語科スピーチ指導法）
という科目を教えているけど、この機会に、スピーチのちょっと
したコツをみなさんにお伝えしますね。
　スピーチって、どうしても話し手と聞き手の間に、垣根ができ
てしまう。その垣根を取り除くには、笑いが重要なんです。笑い
にも色々あって、一番取っつきやすいのは、自分の失敗談かな。
聞き手に親近感と興味を持たせることで、自分の思いや考えも、
伝えやすくなるんだよね。
　あと、交渉のテクニックについてもアドバイスを。相手の意見
にただ真面目に返しても効果は薄いから、アイロニー（皮肉）や
ブラックユーモアを交えるなど、ちょっとひねって相手に返して、
時には相手を怒らせる（感情を露わにさせる）手段が、実は非常
に有効なんだよ。

Theme4「スピーチ術、伝授します」

Theme5「当面の目標は、人材を育てること」

　もともと文学好きで、学生の頃も英文学を専攻していたんだ。 い
わゆる花形と呼ばれる 19 世紀のイギリス文学、ヴィクトリア 朝の文
学より、現代文学特にジョイスに興味があったね。英文学以外にもカ
ミュの『異邦人』やカフカといった、人間の 不条理を描いた作品に
惹かれていたね。
　僕の行動原理の１つは、「それが面白いかどうか」。英文学には、当
然ストーリーがあって、人間が描かれている。その人が、その時、そ
の状況で、どういった行動をとったか。それを読み解いていくのが楽
しいんだ。
　今思えば、英文学を仕事にしないで良かったよ。仕事にしちゃうと、
成果を出さないといけない。成果のことを考えながら英文学を読んで
も、僕は面白くないからね（笑）。

Theme1「文学を仕事にしないでよかった」

　大学生の時は、何になるかは決まっていなかったけど、「何か職に
就くからにはプロにならなければ」と思っていたね。
　高校教員時代、「何のために教員になったのか」という疑問が膨ら
んでいた時、中津燎子先生（※）という方に出会ったんだ。最初は、
中津先生の「発音は文化だ！」という主張が理解できなくてね。でも、
何度もお会いする中で、12 年間の高校教員時代で培った自分なりの
英語教育論がいい意味でぶち壊された。その縁で、ＭＭＵ開学にあたっ
て、英語の訓練をカリキュラムに組み込みたいので、来てほしいとい
う話をもらったんだよ。住み慣れた広島を離れ、新しいことにチャレ
ンジするのは、１つの冒険だと思って、引き受けたんだ。

※中津燎子先生… 評論家、英語教育者。著書『なんで英語やるの？』
は、大宅壮一ノンフィクション賞受賞

　ＭＭＵの学生ってすごく素直で、素朴だよね。入学した当初は、
みんなが必ずしも優秀とはいえないけど、スポンジのような吸収
力で、どんどん成長していく。都会の学生と比べて、伸びしろが
あるよね。様々な場面で自らを表現しているのは素直にすごいと
思うし、その大学の一員でいられることを幸せに感じる。
　昔と今では、学生の様子は変わったよね。時代の流れだと思う。
自分たちの世代は、何かに目に見えない拘束を感じていた。それ
は自分というものが見えないもどかしさ ( 自我喪失感）だったの
かもしれないね。その見えない拘束力は、今も昔も変わらない。
自己の落ち着かなさが「安定志向」に繋がっているのかな。そし
て９．１１以降、世界全体が委縮しているように感じる。３．１１
でそれが加速し、それが偏った「安定志向」をより強くしてしまっ
ているんじゃないかな。それが、昔と今の違いかな。
　自分たちだけが良いっていう考え、そして今のこの世の中を、
そのまま次の世代には渡したくない。ガンジーの言葉「この世界
最大の悲劇は 悪しき人の暴言や暴力ではなく 善意の人の沈黙と
無関心だ。」を心に刻み込んでこの世の中を変えていくことので
きる人材を、これから育てていくのが、僕の当面の目標です。

竹野 茂

K PYO-SHi
ＭＭＵ教員の頭の中

ＭＭＵの教員が、講義では垣間見られない
「頭の中」を語ります

Vol.01
准教授

音
楽
に
つ
い
て
も
語
り
た
か
っ
た
な
ぁ

オーラルコミュニケーションゼミ

■記事　志垣 賢次 （４年 広告コミュニケーションゼミ）

MMU SHiP vol.027

奉元寺（ポンウォンサ）

蔚山大学校　国際交流館

一山（イルサン）の海岸
1957 年生まれ　1981 年広島大学文学部卒（文学科英語学英文学専攻）
1981 年より広島県での高校教員（英語）時代を経て、1993 年開学時に
ＭＭＵ助手に就任。趣味はギター演奏。

♪～
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「
饂
飩(

う
ど
ん)

」
が
人
だ
っ
た
ら
、「
さ
ん
」
付
け

で
呼
び
た
い
。
何
故
か
。

た
と
え
ば
、次
は
夏
目
漱
石
の
小
説
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

の
一
節
。

　
「
僕
は
饂
飩(
う
ど
ん)

が
好
き
だ
」「
饂
飩
は
馬
子(

ま

ご)

が
食
う
も
ん
だ
。
蕎
麦
の
味
を
解
し
な
い
人
ほ
ど
気

の
毒
な
事
は
な
い
」
と
云
い
な
が
ら
杉
箸
を
む
ざ
と
突
き

込
ん
で
出
来
る
だ
け
多
く
の
分
量
を
二
寸
ば
か
り
の
高

さ
に
し
ゃ
く
い
上
げ
た
。

　
日
本
人
の
国
民
食
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
「
う
ど

ん
」。
そ
の
原
料
は
小
麦
で
、
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
で
ま
か

な
っ
て
い
る
。全
国
的
に
う
ど
ん
の
消
費
が
多
い
日
本
で
、

国
産
小
麦
を
使
用
し
て
作
ら
れ
た
う
ど
ん
は
ほ
と
ん
ど
存

在
し
な
い
。
最
大
の
小
麦
輸
入
相
手
国
は
ア
メ
リ
カ
で
、

次
い
で
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な

に
も
、日
本
だ
け
が
小
麦
の
需
要
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

小
麦
は
世
界
三
大
穀
物
の
う
ち
の
１
つ
で
あ
り
、
世
界
中

で
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
小
麦
の
過
剰
在
庫
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
国
が
あ

る
。
世
界
第
２
位
の
人
口
を
誇
る
イ
ン
ド
だ
。
同
時
に
イ

ン
ド
は
、
食
糧
が
不
足
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
く
の
子
供
た
ち
が
飢
え
、
栄
養
不
足
に
晒

さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
中
央
政
府
機
関
が
、
政
府
の

定
め
た
最
低
価
格
で
穀
物
を
農
家
か
ら
買
い
上
げ
、
国
民

に
安
価
で
提
供
す
る
方
法
を
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
人

口
増
加
と
そ
れ
に
伴
う
食
糧
需
要
の
増
加
に
、
こ
の
よ
う

な
公
的
配
分
シ
ス
テ
ム
は
う
ま
く
対
応
で
き
な
く
な
っ

た
。「
人
々
が
飢
餓
状
態
に
あ
る
の
は
食
糧
不
足
か
ら
で

は
な
い
。
政
府
に
助
け
る
気
が
な
い
か
ら
だ
」
と
あ
る
農

業
政
策
ア
ナ
リ
ス
ト
は
言
う
。

　
現
在
提
案
さ
れ
て
い
る
食
糧
安
全
保
障
案
は
、
食
糧
供

給
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、
対
象
と
す

る
貧
困
者
の
特
定
方
法
に
問
題
が
あ
る
。
政
府
に
よ
り
こ

の
法
案
が
改
良
さ
れ
、
国
民
全
体
に
十
分
な
食
糧
が
行
き

渡
り
、人
々
の
生
活
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

特集　｜　MMU発！　宮崎応援号～大学生より愛を込めて特集 | CHALLENGESHiP the UDON! ～うどんに挑戦！～

う
ど
ん
に
挑
戦
！

宮
崎
に
は
「
う
ど
ん
文
化
」
が
根
付
い
て
い
る
。

早
朝
は
、
一
日
を
元
気
づ
け
る
朝
う
ど
ん
で
、
夜
は
繁
華
街
の
中
、
優
し

い
光
で
酔
客
を
誘
う
締
め
の
う
ど
ん
で
、私
た
ち
を
魅
了
し
て
止
ま
な
い
。

宮
崎
人
の
心
と
お
腹
を
が
っ
ち
り
掴
む
う
ど
ん
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
学
生
が
、あ
え
て
語
る
こ
と
に
挑
戦（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）。

５
つ
の
専
門
課
程
そ
れ
ぞ
れ
に
所
属
す
る
学
生
が
語
る
う
ど
ん
は
ど
の
よ

う
な
味
付
け
に
仕
上
が
っ
て
い
る
か
。
ゆ
っ
く
り
ご
賞
味
あ
れ
。

４年
志摩 啓一朗さん

　
情
報
社
会
学
と
は
端
的
に
説
明
す
る
と
、
情
報
社
会
と

言
わ
れ
る
現
代
、
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
価
値
観
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
（
ま
た
は
し
て
い
く
）
の
か

を
学
ぶ
学
問
で
あ
る
。
さ
て
、
今
回
は
そ
の
情
報
社
会
学

的
観
点
か
ら
、
私
的
な
思
い
出
も
絡
め
つ
つ
、
う
ど
ん
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

　
う
ど
ん
と
言
え
ば
、
麺
に
コ
シ
の
あ
る
香
川
県
の
讃
岐

う
ど
ん
を
連
想
す
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
私
も
「
麺
と
言

え
ば
コ
シ
！
」
と
思
っ
て
い
た
が
、
大
学
進
学
を
機
に
宮

崎
に
来
た
私
に
と
っ
て「
宮
崎
う
ど
ん
」は
驚
き
だ
っ
た
。

麺
が
柔
ら
か
い
の
だ
。
う
ど
ん
屋
さ
ん
に
行
っ
て
も
そ
ば

を
頼
ん
で
い
た
私
が
、
宮
崎
の
柔
ら
か
い
麺
の
優
し
い
味

に
魅
了
さ
れ
、
今
で
は
週
に
１
回
は
う
ど
ん
を
食
べ
る
ほ

ど
に
な
っ
た
。

　
さ
て
、
１
人
の
う
ど
ん
嫌
い
を
改
心
さ
せ
た
（
大
袈

裟
？
）「
宮
崎
う
ど
ん
」
が
、
全
国
的
に
は
認
知
さ
れ
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。新
井
克
弥
氏
の
ブ
ロ
グ「
勝

手
に
メ
デ
ィ
ア
社
会
論
」
の
記
事
「
記
号
化
さ
れ
な
い
も

の
は
認
知
さ
れ
な
い
」
を
参
考
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
香
川
県
は
自
ら
「
う
ど
ん
県
」
を
語
れ
る
ほ
ど
、
う
ど

ん
１
人
当
た
り
の
消
費
量
は
ず
ば
抜
け
て
い
る
。
そ
の
要

因
は
、
特
産
品
の
煮
干
し
を
は
じ
め
、
う
ど
ん
の
材
料
が

手
軽
に
入
手
で
き
る
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
あ
る
。
し
か

し
、
何
よ
り
も
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
理
由
は
、
香
川

県
民
た
ち
が
、
自
ら
の
う
ど
ん
の
特
徴
、
誇
る
べ
き
美
味

し
さ
に
気
付
き
、
そ
れ
を
「
讃
岐
う
ど
ん
」
と
い
う
新
し

い
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
明
確
に
記
号
化
し
た
こ
と
な
の
だ
。

　
宮
崎
の
人
は
、
宴
会
の
後
の
「
締
め
の
一
杯
」
に
う
ど

ん
を
選
ぶ
人
も
少
な
く
な
い
。
そ
ん
な
県
民
の
独
特
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
特
徴
の
１
つ
と
も
な
っ
て
い
る
「
宮
崎

う
ど
ん
」
は
、
フ
ァ
ン
の
私
か
ら
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
地

域
ブ
ラ
ン
ド
と
成
り
得
る
魅
力
を
持
っ
て
い
る
し
、
全
国

の
「
う
ど
ん
」
の
価
値
観
に
新
た
な
一
面
を
見
せ
て
く
れ

る
と
考
え
る
。

　
『
オ
ー
ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
：
口
頭
で
の
意
思

伝
達
』は
、人
間
が
生
き
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
ア
ク
シ
ョ

ン
で
あ
り
、
人
間
関
係
構
築
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
そ

し
て
、
表
面
的
な
単
な
る
言
葉
の
や
り
と
り
で
な
く
、
万

人
が
潜
在
的
に
も
つ
「
欲
」
を
満
た
す
ツ
ー
ル
に
も
な
り

え
る
。私
は
、人
と
人
と
の
オ
ー
ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
中
で
生
み
出
さ
れ
る
欲
求
、『
対
人
欲
求
』
を
研
究

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
今
回
は
、こ
の
観
点
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
媒
介
と
し
て
の
う
ど
ん
の
分
析
を

試
み
る
。

　
ま
ず
、『
対
人
欲
求
』
と
は
、Schutz,W

氏
が
提
唱

す
る「
個
人
の
集
団
行
動
を
決
定
づ
け
る
欲
求
」で
あ
る
。

今
回
は
、
そ
の
１
つ
「
包
容
（inclusion

）」
と
い
う

対
人
欲
求
に
注
目
す
る
。
包
容
は
、
会
社
、
家
族
、
国
家

な
ど
、
グ
ル
ー
プ
へ
帰
属
し
て
い
た
い
と
い
う
欲
求
で
あ

る
。Schutz

氏
は
、
集
団
に
属
す
る
人
間
が
そ
れ
ぞ
れ

の
欲
求
を
満
た
し
て
い
く
こ
と
で
、
集
団
の
形
成
、
発
達

を
可
能
に
す
る
と
言
及
し
て
い
る
。

　
う
ど
ん
は
こ
の
「
包
容
」
を
満
た
す
可
能
性
を
充
分
に

含
有
し
て
い
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
宮
崎
人
で
は
一
般

的
な
『
締
め
う
ど
ん
』。
飲
ん
だ
後
、
胃
に
や
さ
し
い
う

ど
ん
が
食
べ
た
く
な
る
。
締
め
う
ど
ん
の
普
及
は
、
た
だ

締
め
に
合
う
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
人
々
が
「
飲
ん
だ
後

に
う
ど
ん
が
食
べ
た
く
な
る
」
と
い
う
感
情
や
欲
求
を
共

有
し
や
す
い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
間
関
係
を
構

築
し
て
い
く
手
前
、
深
い
関
係
で
な
い
人
と
で
も
気
軽
に

「
締
め
う
ど
ん
」
と
い
う
共
通
の
欲
を
シ
ェ
ア
す
る
こ
と

で
、帰
属
意
識
、対
人
関
係
の
中
で
生
み
だ
さ
れ
る「
包
容
」

欲
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
締
め
だ
け
で
な
く
、
朝
う

ど
ん
や
う
ど
ん
鍋
な
ど
、
ス
タ
イ
ル
に
富
ん
で
お
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
も
魅
力
的
だ
。
こ
の

よ
う
に
人
間
関
係
構
築
の
潤
滑
油
と
し
て
の
働
き
を
す
る

う
ど
ん
で
あ
る
が
、
今
後
、
ど
う
よ
う
に
対
人
欲
求
の
媒

介
と
し
て
の
存
在
意
義
を
発
揮
し
て
い
く
の
か
、
注
目
し

て
い
き
た
い
。

　
最
近
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
ブ
ー
ム
な
ど
に
よ
り
健
康
志
向
の

人
が
多
い
で
す
ね
。
痩
せ
た
い
け
ど
、
食
べ
た
い
！
そ
ん

な
あ
な
た
、
う
ど
ん
に
よ
る
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
興

味
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
う
ど
ん
は
他
の
食
物
に
比
べ
て
消
化
吸
収
の
ス
ピ
ー
ド

が
非
常
に
速
く
、
即
効
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使
わ

れ
る
た
め
、
試
験
勉
強
中
の
夜
食
な
ど
に
最
適
で
す
。
ま

た
、
消
化
の
良
さ
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
と
の
相
性
も
抜
群
で

す
よ
。
う
ど
ん
に
多
く
含
ま
れ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
や
小
麦
グ

ル
テ
ン
は
、
脂
肪
を
体
外
に
排
出
さ
せ
る
酵
素
を
活
性
化

さ
せ
、
血
液
中
の
中
性
脂
肪
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
少

さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
肥
満
改
善
が
期
待
で
き
る
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
ピ
ッ
タ
リ
の
食
材
で
す
。
さ
ら
に
、
効
果

的
に
栄
養
を
取
り
た
い
方
は
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
も
注
目
し
て

く
だ
さ
い
。
た
と
え
ば
「
卵
」、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
多
く

含
ま
れ
て
お
り
、
糖
質
の
代
謝
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

次
に「
わ
か
め
」、低
カ
ロ
リ
ー
で
食
物
繊
維
を
多
く
含
み
、

満
腹
感
を
増
し
、
便
通
を
良
く
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
に
不

足
し
が
ち
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
給
し
て
く
れ
ま
す
。「
ね
ぎ
」

や
「
ト
ウ
ガ
ラ
シ
」
は
、
脂
肪
燃
焼
を
促
進
し
、
身
体
全

体
の
新
陳
代
謝
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
宮
崎
に
は
麺
に
魚
が
す
り
込
ま
れ
て
い
る
珍
し

い
「
魚(

ぎ
ょ)

う
ど
ん
」
が
日
南
市
の
ご
当
地
グ
ル
メ

と
し
て
人
気
急
上
昇
中
で
す
。
魚
う
ど
ん
は
ト
ビ
ウ
オ
を

麺
に
練
り
こ
ん
で
お
り
、
少
量
で
満
腹
感
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
高
タ
ン
パ
ク
質
・
低
カ
ロ
リ
ー
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

み
な
さ
ん
も
様
々
な
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
使
っ
て
、
自
分
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ど
ん
で
、
健
康
的
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
て

み
て
は
い
か
か
で
す
か
。

　
馬
子
と
は
馬
を
引
い
て
歩
く
人
の
こ
と
、
こ
こ
で
は
庶

民
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
漱
石
は
江
戸
牛
込
馬
場
下
横
町
生

ま
れ
の
江
戸
っ
子
で
あ
る
。そ
ば
文
化
圏
の
江
戸
東
京
で
、

饂
飩
は
、
あ
ま
り
褒
め
ら
れ
て
は
な
い
よ
う
だ
が
、
こ
れ

は
、
ど
ん
な
役
柄
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
、
饂
飩
の
懐
の

深
さ
や
、
優
し
さ
が
に
じ
み
出
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

あ
る
。
饂
飩
は
、
庶
民
の
味
方
な
の
だ
。

　
「
饂
飩
さ
ん
」
は
と
て
も
優
し
い
、酔
っ
た
次
の
日
だ
っ

て
、
風
邪
を
引
い
た
夜
に
だ
っ
て
、
日
々
忙
し
き
現
代
人

で
あ
る
僕
ら
の
舌
に
、
胃
に
、
心
に
優
し
い
。
呼
べ
ば
す

ぐ
来
る
友
達
の
ご
と
く
、
白
馬
に
乗
っ
た
王
子
様
の
ご
と

く
、
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
に
力
に
な
っ
て
く
れ
よ
う
。

　
「
饂
飩
さ
ん
」
は
超
が
つ
く
ほ
ど
の
有
名
人
で
も
あ
る
、

元
は
西
日
本
の
食
と
は
い
え
、日
本
中
ど
こ
に
行
っ
て
も
、

「
饂
飩
さ
ん
」
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
、お
な
か
が
減
っ

て
力
が
出
な
い
。
そ
ん
な
時
に
は
、
饂
飩
さ
ん
の
名
を
叫

べ
ば
よ
い
。
サ
イ
ン
は
無
理
で
も
、
最
寄
り
の
「
饂
飩
さ

ん
」
屋
さ
ん
の
場
所
を
教
え
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

　
か
く
も
名
高
い
饂
飩
。
た
だ
し
、
一
口
に
饂
飩
と
い
っ

て
も
、
讃
岐
、
水
沢
な
ど
多
く
の
種
類
が
あ
る
。
ま
た
、

家
庭
や
地
域
、
作
り
手
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
味
や
特
徴

■
記
事
：
坂
上 

皐
月　
（
４
年 

国
際
関
係
論
ゼ
ミ
）

４年
土井 美樹さん

４年
中野 愛梨さん

４年
榎木田 恵里奈さん

４年
坂本 裕介さん

５
つ
の
視
点
を
も
つ
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
学
生
が

う
ど
ん
を
軸
に
語
っ
ち
ゃ
い
ま
す

オ
ー
ラ
ル

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点

ス
ポ
ー
ツ
・

  

　
健
康
科
学
の
視
点

国
際
法
の
視
点

日
本
文
学
の
視
点

情
報
社
会
学
の
視
点

→

→家
庭
や
地
域
、
作
り
手
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
味
や
特
徴

ん
１
人
当
た
り
の
消
費
量
は
ず
ば
抜
け
て
い
る
。
そ
の
要

手
軽
に
入
手
で
き
る
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
あ
る
。
し
か

　
宮
崎
の
人
は
、
宴
会
の
後
の
「
締
め
の
一
杯
」
に
う
ど

ん
を
選
ぶ
人
も
少
な
く
な
い
。
そ
ん
な
県
民
の
独
特
な
ラ

域
ブ
ラ
ン
ド
と
成
り
得
る
魅
力
を
持
っ
て
い
る
し
、
全
国

を
持
つ
名
も
な
き
う
ど
ん
も
数
多(

あ
ま
た)

存
在
す
る
。

麺
の
硬
さ
や
、
汁
の
色
が
違
え
ど
も
、
そ
れ
は
饂
飩
、
ど

れ
が
本
物
か
、
答
え
を
出
せ
よ
う
か
、
い
や
出
せ
な
い
。

「
文
学
も
ま
た
同
じ
、
答
え
は
一
つ
で
は
な
い
」。
文
学
と

は
実
に
饂
飩
的
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
宮
崎
に
も
ま
た
、独
自
の
饂
飩
が
あ
る
。
漱
石
の
弟
子
、

芥
川
龍
之
介
の
代
表
作
の
一
つ
『
蜘
蛛
の
糸
』。
蜘
蛛
の

糸
は
切
れ
や
す
い
。
宮
崎
の
饂
飩
は
、
こ
の
蜘
蛛
の
糸
に

よ
く
似
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
だ
。
大
い
に
過
言
で
あ

る
。
だ
が
、
文
学
の
答
え
は
一
つ
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、

こ
の
文
学
的
な
連
想
や
比
喩
を
、
誰
に
だ
っ
て
否
定
で
き

は
し
な
い
。
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Q1. 履修登録から日常の悩みまで何でも来い！　悩める１年生たちの相談に乗ってくれる、

　　心強い先輩たちの組織名称は？

Q2. 毎年１１月に開催される MMU の学園祭の名前は？

Q3. 古事記に登場する舞台が多く点在する宮崎県。メモリアルイヤーの今年は、古事記

　　編纂○年？

Q4. MMU のホームページで見ることのできる、職員が毎週更新している大人気の

　　ブログの名称は？

Q5. 数多くのスポーツのキャンプ地となっている宮崎県。中でも WBC 日本代表チームの

　　キャンプでも使用された球場の名前は？

Q6. 古事記や日本書紀でお馴染みのイザナギが黄泉の国の穢れを祓った「みそぎ池」が

　　近くにある神社といえば？

今
回
は
、
今
年
宮
崎
に
や
っ
て
来
た
「
宮
崎
１
年
生
」
の

み
な
さ
ん
に
、
本
誌
独
自
の
「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
・
Ｍ

Ｍ
Ｕ
検
定
試
験
」
を
解
い
て
も
ら
い
、
座
談
会
に
挑
ん
で

も
ら
っ
た
。こ
れ
ま
で
抱
い
て
い
た
宮
崎・Ｍ
Ｍ
Ｕ
イ
メ
ー

ジ
や
、
実
際
に
大
学
生
活
を
送
っ
て
感
じ
た
こ
と
を
し
っ

ぽ
り
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
に
「
リ
ア
ル

な
宮
崎
・
Ｍ
Ｍ
Ｕ
」
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
。

早
川
（
以
下
、
早
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
を
務
め
ま
す
学

生
記
者
の
早
川
で
す
。
早
速
で
す
が
、
今
回
の
検
定
は

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。　
　

田
村
（
以
下
、田
）
あ
！
わ
た
し
結
構
当
た
っ
て
る
（
笑
）。

胡　
わ
た
し
は
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。
む

ず
か
し
い
で
す
ね
。

松
本
（
以
下
、
松
）
ぼ
く
も
…
。
タ
ス
ケ
ン
ジ
ャ
ー
は

分
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
。

早　
と
い
う
こ
と
は
、
松
本
君
は
タ
ス
ケ
ン
ジ
ャ
ー
を

利
用
さ
れ
た
こ
と
が
？

松　
は
い
。
宮
崎
に
つ
い
て
本
当
に
何
も
知
ら
な
か
っ

た
の
で
。
行
っ
た
ら
「
君
、
一
番
乗
り
だ
よ
！
」
っ
て

言
わ
れ
た
の
を
覚
え
て
ま
す
ね
。

田　
へ
え
〜
。
や
っ
ぱ
り
１
年
生
に
と
っ
て
は
あ
り
が

た
い
存
在
な
ん
や
ね
〜
。
お
っ
、
し
か
も
２
人
、
凌
雲

祭
書
け
て
る
や
ん
。
さ
す
が
や
ね
。
松
本
君
と
か
、
漢

字
で
書
け
て
る
や
ん
、「
凌
」
の
字
（
笑
）。

早　
ち
な
み
に
凌
雲
祭
で
は
み
な
さ
ん
何
か
さ
れ
る
ん

で
す
か
？

松　
う
〜
ん
。
僕
は
、
ダ
ン
ス
で
す
か
ね
。

田　

胡
さ
ん
は
？　

餃
子
と
か
、

中
華
の
屋
台
を
出
し
た
り
は
せ
え

へ
ん
の
？

胡　
炒
飯
は
簡
単
で
す
け
ど
、
餃

子
は
ち
ょ
っ
と
苦
手
で
す
ね
…
包

む
の
が
難
し
い
で
す
。

早　
で
は
、
宮
崎
に
住
ん
で
み
て

驚
い
た
こ
と
や
印
象
は
何
か
あ
り

ま
し
た
か
？

胡　
田
舎
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
自
然
が
多
く
て
、
住
み
や

す
い
と
こ
ろ
で
す
。

松　
僕
は
…
宮
崎
っ
て
も
っ
と
田

舎
だ
と
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、

意
外
に
市
内
は
都
会
で
す
よ
ね
。

初
め
て
来
た
と
き
は
、
色
ん
な
店

が
近
く
に
あ
っ
て
す
ご
い
…
…
…

舞
い
上
が
り
ま
し
た
（
笑
）。

田　
わ
た
し
は
道
を
歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
の
に
驚
い

た
ね
。
そ
れ
に
電
車
が
全
然
無
い
ん
よ
ね
。
し
か
も
中
に

人
が
ほ
と
ん
ど
乗
っ
て
な
く
て
、
時
に
は
誰
も
乗
っ
て
な

い
車
両
と
か
が
あ
っ
て
「
エ
ッ
」
っ
て
な
っ
た
わ
。

松
　そ
れ
に
コ
ン
ビ
ニ
の
駐
車
場
が
や
た
ら
広
い
で
す
よ

ね
。
後
は
テ
レ
ビ
が
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
し
か
な
い
…
。

一
同　
あ
ぁ
〜
（
遠
い
目
）。

早　
と
こ
ろ
で
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
に
来
ら
れ
て
約
半
年
ほ
ど
経
ち

ま
す
が
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
や
学
生
の
印
象
は
ど
う
で
す
か
？

松　
学
生
以
外
の
地
域
の
色
ん
な
人
た
ち
が
大
学
構
内
を

散
策
し
て
い
る
の
を
よ
く
見
ま
す
よ
ね
。

田　
ほ
の
ぼ
の
し
て
る
や
ん
ね
。
あ
と
、
学
生
は
真
面
目

で
素
直
な
子
が
多
い
か
な
。
打
っ
た
ら
そ
の
分
返
っ
て
く

る
、み
た
い
な
。
だ
か
ら
、す
ご
く
や
り
が
い
が
あ
る
ね
。

で
も
、
も
う
ち
ょ
っ
と
ぶ
つ
か
っ
て
き
て
も
い
い
か
な
…

と
も
思
う
。
真
面
目
な
の
は
え
え
こ
と
な
ん
や
け
ど
ね
。

あ
と
は
…
も
っ
と
本
を
読
ん
で
ほ
し
い
よ
ね
！

早
　な
る
ほ
ど
。
胡
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？

胡　
え
っ
と
…
み
ん
な
ち
ょ
っ
と
お
と
な
し
す
ぎ
る
気
が

し
ま
す
。
ゼ
ミ
の
時
と
か
…
沈
黙
が
多
い
か
な
、
と
。
わ

た
し
は
話
す
の
が
大
好
き
で
す
が
、

以
前
、
福
岡
の
日
本
語
学
校
に
い

た
と
き
は
、
周
り
の
人
は
み
ん
な
、

よ
く
発
言
す
る
人
ば
か
り
で
私
も

発
言
し
や
す
か
っ
た
で
す
。
で
も
、

今
は
あ
ま
り
話
す
と
み
ん
な
の
視

線
が
集
中
す
る
気
が
し
て
、
そ
ん

な
に
た
く
さ
ん
話
さ
な
く
な
り
ま

し
た
。

田　
な
る
ほ
ど
ね
。
で
も
、
胡
さ

ん
の
日
本
語
は
と
て
も
上
手
や
し
、

気
に
せ
ず
ど
ん
ど
ん
話
し
て
え
え

と
思
う
よ
。恥
ず
か
し
い
の
か
な
？

松　
僕
は
普
通
に
喋
り
ま
す
け
ど

ね
。
そ
の
沈
黙
に
耐
え
ら
れ
な
く

て
（
笑
）。

田　
や
っ
ぱ
関
西
人
や
ね
（
笑
）。

　
高
校
生
の
頃
は
、
時
間
割
に
よ
っ
て
時
間
が
決
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
こ
な
す
だ
け
で
し
た
が
、
空
き
コ

マ
が
あ
る
こ
と
で
、
そ
の
時
間
を
い
か
に
活
用
す
る
か
を

自
分
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ

で
、
計
画
を
立
て
て
行
動
し
、
空
き
コ
マ
の
活
用
方
法
な

ど
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
あ
と
は
、
講
義
を

自
分
の
好
き
な
よ
う
に
選
択
で
き
る
の
で
、シ
ラ
バ
ス（
授

業
計
画
書
）
を
見
た
り
、
将
来
を
見
据
え
て
選
択
し
た
り

す
る
事
は
、
大
学
な
ら
で
は
で
す
。

　
「
受
講
す
る
授
業
の
中
で
何
を
学
び
た
い
か
、
興
味
が

あ
る
の
は
何
か
」
な
ど
事
前
に
聞
く
こ
と
や
、「
参
加
し

た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
中
で
ど
れ
に
興
味
を
持
っ
た
か
、
も

し
く
は
や
り
に
く
か
っ
た
も
の
は
あ
る
か
」
な
ど
の
質
問

に
率
直
に
意
見
を
も
ら
い
、次
年
度
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ゼ
ミ
生
に
助
手
と
し
て
授
業
に
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
学
生
が
私
に
直
接
言
い
に
く
い
事
で
も
助
手
に

言
っ
て
も
ら
え
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
意
見
を
吸
い
上
げ
る

こ
と
で
次
の
授
業
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
の
授
業
全
て
が
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
大
学
教

育
は
全
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
各

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
設
計
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
専
門

分
野
を
専
攻
し
、
講
義
を
受
講
し
て
い
く
の
か
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
中
で
も
私
が
担
当
し
て
い
る

講
義
「
キ
ャ
リ
ア
設
計
」
は
今
後
の
人
生
で
ど
の
よ
う
な

生
き
方
を
し
た
い
の
か
を
考
え
る
「
将
来
設
計
」
を
行
っ

て
も
ら
う
授
業
で
す
。
こ
れ
は
、
自
分
の
将
来
設
計
に
一

本
の
筋
を
通
す
よ
う
な
講
義
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
理
系
学
部
と
違
い
、
人
文
学
部
で
あ
れ
ば
幅
広
い
分
野

の
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
に
つ
け
た
知
識
や

教
養
は
ど
の
分
野
の
職
業
に
お
い
て
も
生
か
せ
る
も
の
が

多
い
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、Ｍ
Ｍ
Ｕ
は
人
文
学
部
で
す
が
、

就
職
先
は
マ
ス
コ
ミ
・
出
版
・
金
融
・
保
険
・
公
務
員
・

教
員
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
こ
れ
は
本
学
の
学
生
が
リ

ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
に
よ
っ
て
幅
広
い
教
養
と
視
野
を

身
に
つ
け
、
ど
の
業
界
で
も
活
躍
で
き
る
能
力
を
備
え
て

い
る
人
財
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
本
学
に
は
普
通
科
系
・
農
業
・
商
業
系
な
ど
、
様
々
な

分
野
か
ら
生
徒
が
入
学
し
て
お
り
、
入
学
時
点
で
の
英
語

の
能
力
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
し
か
し
、
１
年
次
の
必
修
科

目
で
英
語
を
重
点
的
に
学
び
、
全
て
の
学
生
が
高
い
英
語

力
を
身
に
つ
け
ま
す
。
そ
し
て
、本
学
は
リ
ベ
ラ
ル・ア
ー

ツ
な
の
で
、
２
年
次
か
ら
も
引
き
続
き
英
語
の
能
力
を
高

い
水
準
に
上
げ
る
こ
と
も
可
能
で
す
し
、
私
の
よ
う
に
情

報
科
目
を
専
門
と
し
て
学
び
、
英
語
以
外
の
科
目
を
同
時

に
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
学
生
は
、
み
ん
な
英
語
が
得
意

な
人
ば
か
り
な
の
で
す
か
？

Q1

高校生の
質問に
答えます
スペシャル

大
学
生
活
と
高
校
生
活
で
大
き
く
違
う

と
こ
ろ
は
な
ん
で
す
か
？

Q2

外
国
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
は
大
変
で
す
か
？

Q3

学
生
が
講
義
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る

よ
う
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
？

外
国
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

就
職
活
動
に
直
接
役
立
つ
授
業
は
あ
り

ま
す
か
？

Q5

人
文
学
部
に
関
連
し
た
職
業
に
し
か
就

け
な
い
の
で
す
か
？

Q6

宮崎１年生には難しい !?

■検定試験の主な回答
　Q ２の回答：「りょううんさい」（正解！）
■本人コメント
　他は全然わからなかったです・・・

■検定試験の主な回答
　Q ４の回答：「金の週刊」
■本人コメント
　ゴールデンウィークになっちゃった…（照）

■検定試験の主な回答
　Q ５の回答：「喉まででかかっているのに…」
■本人コメント
　６問中５問正解！　やるやんワタシ（笑）

検　定　試　験　に　挑　戦　し　た　宮　崎　１　年　生　の　3　人

　
大
変
で
す(

笑)

。
中
で
も
言
葉
、言
語
が
一
番
大
変
で
、

自
分
が
言
い
た
い
こ
と
を
思
っ
た
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
か
不
安
に
な
り
ま
す
。
言
葉
を
補
う
た
め
に
、
ア
イ
コ

ン
タ
ク
ト
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
表
現
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
の
ニ
コ
ル
先
生
は
、
日
本
人
と
は
違
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
さ
れ
ま
す
が
、
私
の
言
い
た
い

こ
と
を
く
み
取
っ
て
く
れ
る
の
で
と
て
も
話
し
や
す
く
、

接
し
て
い
る
う
ち
に
慣
れ
、
今
で
は
か
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
抵
抗
を
感
じ
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。

回答者
　西森 眞実さん
　４年
　ネットワークゼミ

回答者
　黒木  基

もとい

　就職支援室長

回答者
　川瀬 隆

たかゆき
千 教授

　社会心理学ゼミ

回答者
　渡邉 玲子さん
　４年
　American Studies ゼミ

回答者
　岐部 由紀枝さん
　１年

勉
強
中

惜
し
い

お
見
事

Q4

平成２４年６月 16 日に宮崎県立宮崎北高等学校で開催された「出前講座」
の現場に潜入。そこで高校生のみなさんからゲットした素朴な質問に、Ｍ
ＭＵの学生・教員・職員がリアルに答えちゃいます！

胡 遠芳さん　１年 松本 和樹さん　１年
田村 恵理子 助教
国際法ゼミ

MIYAZAKI・
ＭＭＵ検定試験

■
記
者  

山
本 

麻
育
子
（
２
年　
社
会
学
ゼ
ミ
）、
早
川 

康
輝
（
１
年
）

〜
検
定
挑
戦
後
、
み
そ
ぎ
池
で
し
っ
ぽ
り
語
る

座
談
会

～ちょこっと記者のホンネ～　宮崎の真夏を侮ってはいけません。取材当日も暑くて、屋外の取材を中止する所でした。

（答えはどこかのページにあります）

出前講座講師
渡邊 英理 准教授
日本文学ゼミ

■
記
者  

山
下 
由
香
（
４
年 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
ゼ
ミ
）、
大
久
保 

弘
樹
（
２
年 

日
本
文
学
ゼ
ミ
）

回答者
　戸髙 裕一 教授
　音声学ゼミ
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@MIYAZAKI
アット ミヤザキ

広告コミュニケーションゼミ
presents 

1

2 4

3 学内外問わず中心的存在！ バイト、部活にて実力を発揮年生

年生

年生

年生

　1 年生のグラフを見ると、20 ～ 23
時の間に友人や親との付き合いが活発
であることが分かる。
　親元を離れての生活に慣れていない
学生が、友人と一緒に行動したり、親
と連絡を取ったりしているのではない
だろうか。
　また、食事もしっかり三食摂ってい
ることから、規則正しい生活を送って
いるようだ。

　4 年生は、インターネットの使用率が高いことが分かる。卒論の
ために使用したり、就活に関する情報を収集したりしているようだ。
卒論と就活を両立しながら、卒業に向けて着々と準備していること
が分かる。
　また、学校にいる時間が長いということも分かる。4 年生になって
も、大学で活動する学生が多いこともMMUの特徴ではないだろうか。

　2 年生は、放課後の時間の使い方に特徴がある。
　1 年生とほぼ同じ授業時間であるにも関わらず、17 時からの時間
の使い方は、部活、買い物、バイト、宿題といった活動を行っている。
特に宿題の割合が高いことから、大学生活に慣れ、将来を見据えた資
格取得に向けての勉強などに取り組んでいる人が多いのではないだ
ろうか。大学内外問わず、充実した時間の使い方をしているようだ。

孤独への恐怖！？　複数での活動

隙のない計画！　多忙な日々 卒業の準備！　タイムリミット、迫る…

STYLE 配布日　２０１２年６月１日／調査対象日　５月２７日、３１日、６月８日、１１日／
回収日：６月２日、１２日／調査対象者：ＭＭＵの学生　全学生／
調査票配布数：４５０枚　　回収枚数：２５８枚　　有効調査相手数：２５６名
調査方法：プリコード方式

　3 年生は、1、2 年生より授業が減る。
授業が減った分、バイトや部活に時間
を割き、後輩を引っ張る存在になって
いるのではないだろうか。
　バイトや部活以外にも、友人との付
き合いをしている割合が高い。
　授業がないからといって無駄な時間
を過ごすのではなく、各々が活躍の場
所を見出して活動している。2 年生も充
実した放課後を過ごしていたが、3 年生
もそれに負けない日々を過ごしている
ようだ。

3311

4422

宮崎市内に位置する、ＭＭＵ。全学生数 924 名という小規模な大学
だが、学内は多くの学生によっていつも賑わっている。このエネルギッ
シュな学生たちがどのような一日を過ごしているのか。広告コミュニ
ケーションゼミ 3 年が調査に乗り出した。その調査結果を、ゼミ長の
久保田優介が教えてくれるぞ！

久保田 優介さん　３年
広告コミュニケーションゼミ ゼミ長

■記事　広告コミュニケーションゼミ生　一同

ビシっ

44 年生年生

MMU スタイル
– 学生の一日 –
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今回の噂

顧問と部員との絆が、やたらと強い

部活動があるらしい

ＭＭＵの課外活動団体（部・サークル）は、必ず教員が顧問に就く。ただ学生活動が活発なＭＭＵには、現在、５０を超える課外活動団
体が設立されているため、教員が顧問を掛け持ちしているのが実状だ。そのため、顧問が高校までの部活動のように積極的な関わりを持
てず、学生が自主的に活動している団体も少なくない。しかし、この２つの関係性がとにかく強い、「熱い」部活動があるという情報を入
手した我々は、早速調査を開始した。

辻教授と野球部との間には、単なる顧問と部員の関係を超えた、ある意味「師弟」や「親子」
のような関係性を感じた。この信頼関係が、野球部の活躍の原動力となっているのであろう。
ＭＭＵ硬式野球部の更なる活躍に、注目していただきたい。

記者（以下、記）部員は何名いるんですか？
松木（以下、松） １５名です。
記　硬式野球部の試合では、辻教授が監督業
をされるということですが？
松　はい。試合では僕らと同じユニフォーム
を着てサインを送ったり作戦を考えたりして
もらってます。
記　ＭＭＵの部活では珍しい光景ですよね。
試合中の先生との関わりで印象的だった出来
事はありますか？
松　僕がチャンスの場面でバントを失敗した
ことがあるのですが、その時にベンチで先生
にすごく怒られました（笑）。でも、このこ
とがあって先生は本当に僕たちのことを思っ
てくれているのだと感じました。
記　顧問と部員を超えて、試合では本当に監
督と選手なんですね。

CIRCLE DE GOSHiP
gosship= ゴシップ＝噂。MMU の部活・サークルに関する噂の真実を調査。×

松　はい。本当にそうだと思います。試合で
負けた時や、負けそうな展開の試合で一番悔
しがっているのは先生ですから（笑）。

調査結果

硬式野球部　主将
松木 良晃さん
２年　スポーツ・健康科学ゼミ

調査 ～直撃インタビュー

■記事　志垣 賢次 （４年 広告コミュニケーションゼミ）

い
い
だ
し
っ
ぺ

連
続
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

夢
を
み
る
と
い
う
こ
と

　
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
大
学
の
教
員
は
、
ど

の
よ
う
な
存
在
に
見
え
る
だ
ろ
う
か
。

　
い
ま
は
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
な
い
ひ
と
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
が
、大
学
の
教
員
は
、教
育
者
で
あ
る
と
と
も
に
、

研
究
者
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
じ
ぶ
ん
の
専
門
の
研
究
テ
ー

マ
を
掘
り
下
げ
て
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、

そ
こ
で
知
り
え
た
こ
と
を
学
生
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い

く
職
業
だ
。

　

私
の
場
合
は
、
戦
後
と
く
に
一
九
五
〇
年
代
ー

一
九
六
〇
年
代
の
日
本
の
文
化
を
、
当
時
の
雑
誌
を
調
べ

た
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、
研
究
し
て
い
る
。
大
学
を

卒
業
し
大
学
院
に
進
学
し
て
研
究
を
続
け
、
二
〇
〇
六

年
に
宮
崎
公
立
大
学
に
赴
任
し
た
。
二
〇
〇
八
年
に
は
、

一
九
五
〇
年
代
を
代
表
す
る
﹃
平
凡
﹄
と
い
う
雑
誌
に

つ
い
て
、
自
身
の
そ
れ
ま
で
の
研
究
を
ま
と
め
た
本
を

出
版
し
た
。

　
私
は
一
九
七
四
年
生
ま
れ
な
の
で
、
じ
ぶ
ん
が
研
究

し
て
い
る
時
代
に
は
、
も
ち
ろ
ん
生
ま
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、「
ど
う
し
て
そ
う
い
う
研
究
を
思
い
つ
い
た

の
か
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
大
学
院
生
の
こ
ろ
か
ら
あ
っ

た
。
そ
れ
に
加
え
、
大
学
の
教
員
に
な
っ
て
か
ら
は
「
ど

う
し
て
大
学
の
教
員
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
か
」
と
学

生
に
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
で
て
き
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
私
が
お
り
お
り
に
関
心
を
持
っ

た
職
業
は
い
く
つ
か
あ
る
。
少
年
時
代
に
は
、
考
古
学
者

に
あ
こ
が
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
の

化
石
を
発
見
し
た
鈴
木
直
氏
や
岩
宿
遺
跡
を
発
見
し
た

相
沢
忠
洋
氏
の
こ
と
を
本
で
読
み
、
こ
の
お
ふ
た
り
に
ま

ぶ
し
さ
を
感
じ
た
。
中
学
や
高
校
で
は
戦
後
日
本
の
小
説

を
多
少
読
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
小
説
家
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
。
と
く
に
好
き
だ
っ
た
松
本
清
張
は
、
現
在
大

◆
執
筆

　
阪
本 

博
志 

准
教
授

　
（
大
衆
文
化・出
版
文
化
論
ゼ
ミ
）

   

※
写
真
は
、
幼
少
期
の
も
の

MMU

ニュースの内容は、

MMU ウェブサイトでも

ご覧頂けます。

　

２
年
生
が
専
門
演
習
（
ゼ
ミ
）
に
所
属
す
る
に
あ

た
り
、
ゼ
ミ
を
選
ぶ
上
で
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

る
「
学
生
に
よ
る
ゼ
ミ
説
明
会
」。
参
加
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
と
こ
ろ
、「
元
々
入
り
た
い
ゼ
ミ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
色
々
な
ゼ
ミ
の
話
を
聞
く
う
ち
に
、
そ

れ
ぞ
れ
が
魅
力
的
な

研
究
・
取
り
組
み
を

し
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
選
択
肢

が
増
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
今
日
の

お
話
を
参
考
に
、じ
っ

く
り
考
え
な
が
ら
自

分
の
歩
む
道
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
」

と
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。
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８
日 

宮
崎
西
中
学
校
に
て
、
教
員
を
目
指
す
学
生
が

          

英
語
学
習
ア
シ
ス
タ
ン
ト
活
動
（
〜
３
月
２
日
）

　
18
日 

宮
崎
の
文
化
や
歴
史
、
名
物
を
つ
づ
っ
た
「
ひ

          

む
か
か
る
た
」
競
技
大
会
が
開
催

　　
14
日 

大
宮
中
学
校
で
「
別
室
登
校
生
徒
の
支
援
」
を

          

行
っ
た
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
学
生
に
感
謝
状
が
授
与

   

23
日 

新
入
生
歓
迎
会
が
開
催

　　
11
日 

学
生
９
名
に
﹃
宮
崎
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議       

          

会
常
任
委
員
﹄
を
委
嘱

   

26
日 

６
名
の
教
員
に
よ
る
公
開
研
究
発
表
会
を
開
催

　   

１
日 

辻
教
授
が
総
務
省
九
州
総
合
通
信
局
よ
り
表
彰

   

２
日 

日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
開
催

　
　
　

 （
〜
３
日
）

　
９
日 

外
国
語
教
育
メ
デ
ィ
ア
学
会
開
催

　　
５
日 

韓
国
・
蔚
山
大
学
校
か
ら
の
研
修
生
15
名
と
地

　
　
　

  

域
住
民
約
70
名
が
餅
つ
き
体
験
な
ど
国
際
交
流

　
９
日 「
第
１
回
芸
術
祭
」
を
開
催
（
〜
10
日
）

　
10
日 

Ｍ
Ｍ
Ｕ
プ
チ
★
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
開
催

   

２
日 

学
生
か
ら
大
学
へ
の
要
望
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

     

   

７
日 

九
州
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
学
会
開
催
（
〜
９
日
）

6

学
生
に
よ
る
ゼ
ミ
説
明
会
を

開
催

NEWS

PLUS

編
集
後
記

　
今
年
は
、４
年
に
１
度
の
祭
典
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー

で
し
た
ね
。
中
継
が
深
夜
に
も
関
わ
ら
ず
、
テ
レ
ビ
の
前

で
選
手
た
ち
の
活
躍
に
心
が
躍
り
、
勇
気
や
感
動
を
も
ら

い
ま
し
た
。
選
手
全
員
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
４
年

後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
既
に
準
備
が
始
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。継
続
は
力
な
り
で
す
ね
。

そ
ん
な
季
節
を
横
目
に
見
な
が
ら
編
集
作
業
を
進
め
た
本

号
も
、
前
回
の
創
刊
号
に
引
き
続
き
学
生
と
職
員
の
共
同

作
業
に
よ
り
作
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
号
は
前
号
以
上
に
、
大
学
の
内
外
へ
取
材
を
深
め
ま

し
た
。
学
外
で
は
、
高
校
へ
訪
問
し
Ｍ
Ｍ
Ｕ
に
対
す
る
質

問
を
聞
い
た
り
（
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ　
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
）、
卒
業
生

の
先
輩
後
輩
に
よ
る
座
談
会
が
実
現
し
た
り
（
未
来
の
ｃ

ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
）
し
ま
し
た
。
ま
た
、
表
紙
の
み
そ
ぎ
池

や
う
ど
ん
特
集
の
写
真
は
、
宮
崎
県
民
の
方
な
ら
見
覚
え

の
あ
る
読
者
も
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
学
内
に
お
い
て
も
、
前
号
で
あ
ま
り
取
り
上
げ

ら
れ
な
か
っ
た
教
員
の
紹
介
（
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｓ
Ｈ
ｉ
Ｐ
）
を

は
じ
め
、
大
好
評
い
た
だ
い
た
創
刊
号
を
超
え
よ
う
と
、

さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
企
画
・
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
、
大
学
内
に
目
を
光
ら

せ
、
そ
し
て
時
に
は
大
学
を
飛
び
出
し
、
学
生
を
中
心
と

し
た
色
々
な
話
題
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
取
材
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
生
ま
れ
た
て
の
﹃
Ｍ
Ｍ
Ｕ 

Ｓ
Ｈ
ｉ
Ｐ
﹄
で

す
が
、
発
行
を
重
ね
な
が
ら
成
長
し
、
こ
れ
か
ら
も
「
宮

崎
公
立
大
学
の
今
」
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
担
当　
福
元 

康
敏
（
企
画
総
務
課 

企
画
係
）

　
震
災
か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
、
被
災
地

か
ら
遠
く
離
れ
た
宮
崎
に
住
む
私
た
ち
の
記
憶
か
ら

震
災
の
記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
中
、
震
災
が
も
た
ら

し
た
「
現
実
」
を
深
く
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宮
崎

人
と
し
て
相
互
扶
助
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
た
い
︱

︱
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
そ
の
よ
う
な
思
い

で
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

震
災
後
の
福
島
の
地

域
住
民
に
カ
メ
ラ
を

向
け
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「
普
通

の
生
活
」
の
上
映
等
、

様
々
な
企
画
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

宮
崎
公
立
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
～
震
災
の
リ
ア
ル
～

 7
28

編
集
者
紹
介

3457J
u

ly

12

学
の
授
業
で
と
り
あ
げ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
い
ま
就
い
て
い
る
職
業
と
こ
の
ふ
た
つ
の
職
業
と
を

対
比
し
て
み
る
と
、
古
い
雑
誌
の
一
ペ
ー
ジ
一
ペ
ー
ジ

を
ひ
ら
い
た
り
当
事
者
の
お
話
に
耳
を
傾
け
当
時
の
文

化
に
光
を
あ
て
て
い
く
こ
と
は
、
う
ず
も
れ
て
い
た
も

の
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
考
古
学
の
作
業
と
ど
こ
か
似

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
そ
の
「
戦
後
」
と
い

う
時
代
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
問
題
意
識
の
底
の
一
部

に
は
、
お
そ
ら
く
、
当
時
書
か
れ
た
小
説
を
中
高
生
の

こ
ろ
に
読
ん
で
い
た
と
い
う
体
験
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

研
究
者
で
あ
る
か
ら
論
文
を
発
表
し
た
り
と
き
に
は
出

版
社
や
新
聞
社
な
ど
か
ら
依
頼
を
受
け
た
原
稿
を
書
く
。

こ
れ
は
、
も
の
を
書
く
と
い
う
点
で
は
、
作
家
が
小
説

や
随
筆
・
評
論
を
執
筆
す
る
作
業
と
重
な
り
が
あ
る
よ

う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
考
古
学
者
と
小
説
家
は
い
っ
け
ん
、
へ
だ
た
り
の
あ

る
し
ご
と
に
見
え
る
。
け
れ
ど
も
私
の
場
合
、
別
々
の

夢
の
あ
い
だ
に
お
り
あ
い
が
つ
い
た
結
果
、
戦
後
日
本

文
化
の
研
究
に
た
ず
さ
わ
り
そ
こ
で
得
た
知
見
を
文
章

や
授
業
で
伝
え
て
い
く
と
い
う
い
ま
の
し
ご
と
に
就
い

て
い
る
の
だ
と
思
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
見
つ
づ
け
た
夢
の
着
地
点
で
、
次
の
夢
に

向
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
高
校
生
の
皆
さ

ん
に
は
、
夢
を
見
つ
づ
け
た
り
、「
あ
あ
い
う
ひ
と
に
な

り
た
い
」「
あ
あ
い
う
し
ご
と
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う

目
標
や
希
望
を
持
ち
つ
づ
け
て
ほ
し
い
と
強
く
願
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
宮
崎
公
立
大
学
の
ほ
か
の
先
生
方
は
、

高
校
生
の
こ
ろ
ど
う
い
う
夢
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
あ
る
い
は
、
ど
う
し
て
い
ま
の
し
ご
と
に
就
こ
う

と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
回
は
、
森
津
准
教
授
に
聞

い
て
み
た
い
。

▶P.１１の検定試験の答え：①タスケンジャー　②凌雲祭　③１３００年　④週刊花の金曜日　⑤サンマリンスタジアム　⑥江田神社

１
９
７
４
年
生
ま
れ
。
２
０
０
３
年
研
究
指
導
認
定
退
学・

京
都
大
学
博
士（
文
学
）。
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員・

武
庫
川
女
子
大
学
博
士
研
究
員
を
経
て
、
２
０
０
６
年
に

Ｍ
Ｍ
Ｕ
専
任
講
師
に
就
任
。

お
知
ら
せ

●
第
２
号
を
迎
え
た
宮
崎
公
立
大
学
広
報

誌
﹃
Ｍ
Ｍ
Ｕ 

Ｓ
Ｈ
ｉ
Ｐ
﹄
は
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
し
た
か
？　
本
誌
は
、
今
後

の
さ
ら
な
る
質
の
高
い
広
報
誌
作
成
を
め

ざ
し
、
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

ご
意
見
・
ご
感
想
は
、
下
記
の
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

CIRCLE DE GOSHiPCIRCLE DE GOSHiPCIRCLE DE GOSHiPCIRCLE DE GOSHiPCIRCLE DE GOSHiPCIRCLE DE GOSHiPCIRCLE DE GOSHiPCIRCLE DE GOSHiP

Ｅメールアドレス
mmu-ship@
fc.miyazaki-mu.ac.jp

辻教授と野球部との間には、単なる顧問と部員の関係を超えた、ある意味「師弟」や「親子」

▲辻教授の
　監督姿

▼辻教授（背番号 30)
のもとに集まる部員

創
刊
号
に
続
き
、
制
作
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
も
「
Ｍ
Ｍ
Ｕ
ら
し
さ
」
を
感
じ

て
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
志
垣 

賢
次

   （
４
年 

広
告
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゼ
ミ
）

素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今

号
も
読
者
の
み
な
さ
ま
に
面
白
い
を
お
届
け
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
坂
上 

皐
月
（
４
年 

国
際
関
係
論
ゼ
ミ
）

自
分
た
ち
で
企
画
か
ら
制
作
ま
で
行
う
機
会
に

恵
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
皆
さ
ま
が
楽

し
ん
で
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
山
本 

麻
育
子
（
２
年 

社
会
学
ゼ
ミ
）

自
分
た
ち
で
一
か
ら
記
事
を
作
る
貴
重
な
体
験

が
出
来
ま
し
た
。
普
段
会
わ
な
い
職
員
の
方
と

も
一
緒
に
活
動
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
早
川 

康
輝
（
１
年
）

「
第
２
号
も
更
に
楽
し
め
る
よ
う
に
！
」
と
い
う

思
い
か
ら
約
半
年
間
。
制
作
活
動
は
、私
に
と
っ

て
の
勉
強
の
場
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
♪
﹃
Ｍ

Ｍ
Ｕ 

Ｓ
Ｈ
ｉ
Ｐ
﹄。

　
山
下 

由
香
（
４
年 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
ゼ
ミ
）

数
カ
月
間
、
１
つ
ず
つ
部
品
を
組
み
立
て
て
い

き
、
今
つ
い
に
出
向
の
時
を
迎
え
た
と
思
う
と
、

と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
で
す
。

　
大
久
保 

弘
樹
（
２
年 

日
本
文
学
ゼ
ミ
）

な
ん
と
か
終
わ
り
ま
し
た
ー
！　

Do
ま
ん
な
か

の
方
々
、
小
林
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
の

方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！　

読
者

の
立
場
に
立
っ
て
、
構
成
を
考
え
る
の
は
難
し

か
っ
た
で
す
。
し
っ
か
り
お
伝
え
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
！

　
河
野 

一
郎
（
４
年 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
ゼ
ミ
）

8A
u

gu
st
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ep

tem
b
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杉
尾
（
以
下
、
杉
）　
デ
ル
株
式
会
社
宮
崎
カ
ス
タ
マ
ー

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Ｍ
Ｃ
Ｃ
）
に
は
、
大
き
く
分
け
て
２

つ
の
部
署
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
セ
ー
ル
ス
で
す
、
も
う

ひ
と
つ
が
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
で
働
い
て
い
ま
す
。
主
に
困
っ
て

い
る
お
客
様
の
手
助
け
を
す
る
仕
事
に
な
り
ま
す
。

堀
田
（
以
下
、
堀
）　
私
た
ち
は
１
カ
月
の
研
修
を
終
え

て
お
客
様
の
対
応
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
杉
尾
さ
ん

は
、
私
た
ち
新
人
社
員
の
教
育
や
ケ
ア
を
す
る
仕
事
で
す

ね
。

杉　
Ｍ
Ｃ
Ｃ
の
仕
事
は
２
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
直

接
お
客
様
と
や
り
取
り
を
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
仕

事
と
、
そ
の
仕
事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
に
分
か
れ
る
け

ど
、
私
の
仕
事
が
後
者
と
い
う
わ
け
で
ね
。

髙
橋
（
以
下
、髙
）　
私
は
入
社
時
か
ら
働
く
人
を
サ
ポ
ー

よ
。
た
だ
、
外
資
系
に
関
わ
ら
ず
ど
こ
で
働
い
て
も
必
ず

英
語
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
能
力
っ
て
ツ
ー
ル
と
し
て
必
要
だ
と
思

う
ん
だ
よ
ね
。
Ｍ
Ｍ
Ｕ
だ
っ
た
ら
ど
っ
ち
も
学
ぶ
じ
ゃ
な

い
。
僕
が
学
生
の
頃
は
タ
イ
ピ
ン
グ
が
必
修
で
必
死
に
頑

張
っ
て
た
な
あ(

笑)

。
あ
の
頃
は
苦
だ
っ
た
け
ど
や
っ

て
て
よ
か
っ
た
な
と
思
う
。
英
語
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
対
し
て
免

疫
を
付
け
て
く
れ
た
Ｍ
Ｍ
Ｕ
に
は
感
謝
し
て
る
よ
。

堀　
学
生
時
代
に
勉
強
し
て
た
事
が
直
接
生
き
る
と
い
う

場
面
は
少
な
い
け
れ
ど
、
色
々
な
こ
と
へ
の
考
え
方
の
根

本
っ
て
す
ご
く
大
切
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

髙　
確
か
に
。
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
が
私
た
ち

の
仕
事
で
は
求
め
ら
れ
て
い
て
、
卒
論
制
作
の
時
、
よ
く

「
子
供
が
読
ん
で
も
わ
か
る
よ
う
に
書
き
な
さ
い
」
と
指

導
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
は
す
ご
く
仕
事
に
生
き
て
い

る
な
と
感
じ
ま
す
。

杉　
学
生
時
代
の
学
び
は
す
ご
く
役
に
立
つ
よ
。
も
ち
ろ

ん
専
門
ゼ
ミ
だ
っ
た
宗
教
学
の
知
識
が
直
接
、
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
け
れ
ど
学
生
生
活
で
の
様
々
な
こ
と
へ
の
取

り
組
み
方
や
、
大
き
な
壁
で
あ
る
卒
論
制
作
で
は
、
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
準
備
や
プ
ロ
セ
ス
っ
て
仕
事
の
中
で

も
絶
え
ず
必
要
な
ん
だ
よ
ね
。
目
標
が
あ
っ
て
、
今
何
を

す
べ
き
か
、
と
か
ね
。
僕
の
ゼ
ミ
は
卒
論
を
１
０
０
枚
書

か
な
き
ゃ
な
ら
な
か
っ
た
。
絶
対
１
日
じ
ゃ
終
わ
ら
な
い

け
れ
ど
、
コ
ツ
コ
ツ
や
れ
ば
必
ず
終
わ
る
っ
て
実
感
し
た

し
、
目
標
に
向
か
っ
て
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
っ
て
自
信
も

つ
い
た
ね
。
だ
か
ら
仕
事
で
ち
ょ
っ
と
辛
く
て
も
あ
の
卒

論
に
比
べ
た
ら
何
で
も
な
い
な
っ
て
思
え
る
よ
（
笑
）。

堀　
「
卒
論
を
書
い
た
！
」
っ
て
い
う
の
が
自
分
の
糧
に

な
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
私
た
ち
は
研
修
を
終
え
た
ば
か
り

で
す
が
、
杉
尾
さ
ん
は
今
後
に
つ
い
て
何
か
考
え
て
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
？

杉　
も
ち
ろ
ん
考
え
て
る
よ
。
今
の
仕
事
で
留
ま
ろ
う
と

は
思
っ
て
な
い
か
ら
ね
。
大
事
な
の
は
ど
こ
で
す
る
か

じ
ゃ
な
く
て
何
を
す
る
か
だ
か
ら
。
と
は
言
え
、
外
資
系

な
ら
で
は
の
結
果
主
義
で
、や
れ
ば
評
価
し
て
く
れ
る
し
、

色
ん
な
機
会
も
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
せ
っ
か
く
勤
め

て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
こ
で
や
れ
る
と
思
う
こ
と
は
全

部
や
っ
て
い
き
た
い
よ
ね
。

　
■
記
事　
志
垣 

賢
次　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
４
年 

広
告
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゼ
ミ
）

デ
ル
株
式
会
社

米
国
デ
ル
社
（N

ASDAQ
: DELL

）
の
日
本
法
人
と
し

て
１
９
８
９
年
設
立
。
お
客
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
お
客

様
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
に
貢
献
す
る
革
新
的
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
。
本
社
所
在
地
は
神
奈
川
県
川
崎
市
、ほ
か
東
京
、

大
阪
、
宮
崎
に
事
業
所
が
あ
り
、
社
員
数
は
１
，
８
０
０

人
。（
２
０
１
２
年
２
月
現
在
）

ど
こ
で
働
く
か
、
で
は
な
い
ん
だ
。

〒
880-8520 宮

崎
県
宮
崎
市
船
塚
一
丁
目

1
－

2
電
話
：
0985(20)2000  FAX：

0985(20)4820　
U
RL：

http://w
w
w
.m

iyazaki-m
u.ac.jp/

宮
崎
公
立
大
学
　
広
報
誌

発
行
者
　
井
上
 雄

二
２
０
１
２
年
１
１
月
発
行

平成２３年度卒業生
髙橋 祥子さん　広告コミュニケーションゼミ
堀田 啓太さん　メディアとジェンダー論ゼミ

杉尾 直一さん
平成14年度卒業生
宗教学ゼミ

デル株式会社

社会で活躍するＭＭＵ卒業生に、当時の
学生生活や社会人としての近況、今後の
展望をインタビュー。今回は、同じ職場
に勤めるＭＭＵ出身の後輩から先輩に質
問をしてもらいました
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髙
橋
（
以
下
、髙
）

髙
橋
（
以
下
、髙
）　
私
は
入
社
時
か
ら
働
く
人
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
杉
尾
さ
ん
は
ど
う
し
て
新
人
の
教
育
を
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

杉　
僕
も
最
初
１
年
く
ら
い
は
必
死
で
お
客
様
の
対
応
を

し
て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
、
自
分
が
学
ん
だ
こ
と
を
新
人
社

員
に
教
え
る
こ
と
で
良
い
仕
事
が
で
き
る
な
ら
、
自
分
が

与
え
る
影
響
を
大
き
く
し
た
い
と
思
っ
て
ね
。
会
社
は

チ
ー
ム
な
わ
け
だ
か
ら
。
１
人
で
も
多
く
の
お
客
様
を
幸

せ
に
出
来
る
な
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
ん
だ
。
せ
っ

か
く
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
会
社
に
勤
め
て
い
る
ん
だ

か
ら
。

堀　
最
初
の
頃
、
会
社
の
文
書
が
た
ま
に
英
語
で
届
く
の

に
戸
惑
い
ま
し
た
（
笑
）。
こ
れ
も
外
資
系
な
ら
で
は
だ

と
思
う
の
で
す
が
、
杉
尾
さ
ん
も
国
際
的
な
交
流
は
多
い

の
で
す
か
？

杉　
も
う
慣
れ
た(

笑)

？　
で
も
、
勝
手
な
見
解
だ
け

ど
Ｍ
Ｍ
Ｕ
出
身
の
人
っ
て
英
語
に
対
す
る
苦
手
意
識
と

か
っ
て
少
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？　
こ
れ
っ
て
す
ご
い
強
み

だ
と
思
う
よ
。
ふ
た
り
に
は
ま
だ
な
い
と
思
う
け
ど
、
日

常
的
に
英
語
が
必
要
な
ん
だ
よ
ね
。
大
き
い
企
業
だ
か
ら

ア
ジ
ア
全
体
で
ア
ク
シ
ョ
ン
起
こ
す
時
に
は
も
ち
ろ
ん
英

語
で
や
り
と
り
す
る
し
か
な
い
か
ら
。
同
僚
も
海
外
の
人

だ
っ
た
り
す
る
し
。
ふ
た
り
も
す
ぐ
に
そ
う
な
る
と
思
う
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